
第 2 回 大 會 次 第

第 1日 4月2日（月曜日）

妥 付 開 始 午前 8.30

學術講演會 午前 9.00-11.30 於大阪瓦斯ピ）し講堂

（詳細次頁）

通 常 糖 會 午後 1.00-2.00 於大阪瓦斯ピJし講堂

1. 挨 拶 會 長 加 藤 典 五 郎氏

2. 議 事

特別講演會 午後 2 30-5.30 於大阪瓦斯ビル講堂

1. 電解に於ける交流の應用．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．東京帝國大學工躾部 旭 山 直 人氏

2. 肥料工業に闘する諸問題．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．大日本人造肥料株式合計 石 川 一 郎氏

3. 電氣化躾工業と高熱工業．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．京都帝國大取エ翠部 中 澤 良 夫氏

盗日親懇

第2日

自午後 6.00

4月3日（火曜日，祭日）

學術講演會

第 3 日

午前 9.00-11.00

4月4日（水曜日）

於大阪瓦斯ビル宴合場

於大阪瓦斯ピ）し講堂

午後�.00仕友倉庫本店参集（西匪川口町8―市電舟津町下車）ランチに便乗安治川を下り

大阪新築港計書見學 午後3.30頃住友棧橋（住友倉庫埠頭）より上陸

北港會社工場地帯見學 住友釦庫築池替業所屋上にて茶菜の登應を受け午後4.00頃散含

隅西共同火力登電株式會社尼崎火力掻電所見學 午前9.30 I司所参集（阪神鼈車尼崎下卓）

住友製鋼所見學 午前11.30同所参集（此花岡島圧町249―市露島歴町下車）

同所にて野食の喪應を受け霊紐地及鉗物工場共他を参観， 午後2.00頃終了

住友私立職工養成所見學 午後2.30同所参梨（港匿魁町1―市霊市岡下車）

〔梨術講浪の詳細は次頁にあり〕



第
一

一回 大 會學術講演要 旨

於大阪瓦斯ビル講堂

第 1 日 (4 月 2 日 午前9.00-11.00〕

1. 酸化銹のゴム被覆物剥離防止作用 n午前

東京工業大径電氣化埃数室 白 土 箭 志氏 9、00

銅線に錫メ ・；キをなし其の上にエナメルを施し更にコ・ ム披図をする。此の錫メ キを敏きたる銅線を屈曲す
れば被炭物が紺）がれるのである。所が特別の方法で作つた酸化銅朕ほ錫メッキと同様の効果があるo此の酸化
銅被校の放果は興味がある。 ゴ ム被裂の和硫中には硫黄蒸氣巫は相溢高い。而して此の硫黄がエナメルを通し

て酸化銅被襄膜 c又は錫メッキ）に淫する。そこで次の反應の起ることが分つた。 c錫も硫化物になる）
:l CuO +3 S= !l CuS+ S02 

此のCuSとCuOとの混合物の皮股は之のCuOの皮膜と同じく紺jれぬのであるo所が銅に直接硫黄蒸氣が
作用して出来たCuS皮膜ほ紺jれ屁い。即ち酸化銅皮膜は硫黄が銅に逹するを防ぐのである。

2. 内外製貼火栓絶縁橙の比較試験成績に就て

邁信省電氣試験所 小川若三郎氏， 森 安 静 太氏 9.10 

外國製及び辺産黙火栓二十餘種絶殺骰につき急冷試験絶縁抵抗， 絶緑耐｝）等の試験を行ひ其の結果として國
産品には個々の性質に於て可威り飯れたものであるが， 全般の性質を綜合した場合には未だ外隈製の似良品に
比し劣つてゐる事を認めた。霰防上航空機用勘火栓絶緑物の研究が急務である事をプJ設したい。

3. 酸化銀整流器用原銅板の性質が製品に及（ます影響に就て

遁信省電氣試験所 小川若三郎氏， 根本忠次郎氏， 金子湾次氏 9.20 

酸化銅賂流器の製造に裳り其の原銅板の種類により酸化皮膜が紺j離し又ほ其の製品が不良となる市あるは宜
際其の製造に常れる者の鰹総し大に苦しむ所であるが共の原囚に就ては未だ明かでなく其の原銅板の選探に就
ては大に困惑を感じてゐる所である。此の問図につき研究した結果大閤次の如き結論を得た。銅板は純梓な程
良好で不純物が多いと酸化膜が俵lj離し品くなる。燒沌した銅板よりの製品の件歿は劣等である。銅板の表面平
滑な程良好な成紐を典へる。竪流比の極大の盟は序さ1 mm附近であ名。

4. タンクステンの陰極析出

金澤高等工業限校 森 田 利 一氏 9.30 

5. アルミニウム及びマグネシウム合金の直接電解製法に就て

大阪帝國大径エ租部應｝l］化既数室 石 野 俊 夫氏， 酒 井 登氏 9.40 

近時輻金局工業の褻逹と共にアルミニウムとマグネシウムとの合金の用途も釜々多かるべき事は橡想せら
る。従つて我々はアルミニウムを霊極としてカ ー ナライトを原料とせるマグネシウムの雷解を行ひ直接雨者の
合金を製造する研究を行ひ， 得たる結果を昨年Veinerのなしたる研究結果と比較せんとす。特に彼は全く不
可能と述べたるKClのかほりにNaClを用ひて電解せる際!�Clに劣らざる結果を得たる事を報告し尚LiCI
を使用せる時の結果又マグネシウムが最高アルミニウムにイ1,Jバーセ ‘:/ I、まで合金として附沼し得るかを見たる
結果等に就きても併せて報告せんとす。

G. 酸化マグネシウムを原料とするマグネシウムの電解製法

東京工業大翠雷氣化尿数室・ 加隊典五郎氏， 高瀬理三郎氏 9.55 

天然に炭酸マグネシウムは多誠に泣する。滴洲國の産額は50似噸もあるといふ。之をり数焼すればMgOと
なる。此の蝦燒物と炭索とを混交して熔融甕内に懸吊せしめて紺解する。之を酸化物法と稲する。而して此の



熔融憩は在来の．ヽfgCl2'/1、のと同様である。JI:tの酸化物法では溢度電流密度使用勾）Jほ在来の�fgCl2'/.上と略同
様である。又霊解槽も殆んど斐りはない 0 f(rjして製品も頗る純悴であるo然も在来汰の如きMgCl2}脱水の困
難又は生威班素慮分の而倒が省かれる。本法で節箪に上の蝦燒物から直接金局マグネシウムが製せられる。

質

7. 銹硝子鏡を製作する一 方法に就きて

問 休 憩 (1 0. 1 0 -1 0. 2 5) 

東京市霊氣研究所 野 戸 二 郎氏， 宇野澤順平氏 10,25 

銅鍍せる硝子面は銅特イjの災麗なる光i累を付・し几つ長肢長光線⑪かに熱線）に到する反射率が銀鋭と略同値

を有する等の特徴あり。従つて装飾品乃至臨怯狂の内面或ほ赤外線II]反射鋭等に應月Jせらるべしo其の研究報
作も］9�0年頃より散見するが， 敢各 ‘庁はフェ ー リソグ裕液を以てアルデヒド類の試磁中に隅々該溶液に徴
址の銀班を附}Jllすれば容品に銅硝了絞を製作し紺る事を知れり。本方法は従来のものに比較して甚だ簡．箪なり。

8. アルミニウムの腐蝕防止に就て
理化限研究所 瀬豚 象 二氏， 偽· 田 聰氏 10.:J5 

9. 石灰窒素利用法の研究（第 5 報）
ヂシアンヂアミドとメチルアミン座との反應

東点工架大躯雷氣化歴孜室 小 泉胚 永氏 10.50 

部者の研究室では従来石灰杢素利用法の1として， ヂシアソヂアミドとアソモニウム堕とよりグアニデソ紐

製造の研究を行って来た。itグアニヂソ甕の内には有月jなるものが多い。

本報は更に進んでヂシアソヂアミドとメチルアミソ笠とよりメチルグアニヂソ堕の製造に就て研究したもの

である。之に依つて稲々のメチルグアニヂソ堕製造の條件を決定する市が出来た。準者は此の反應をアムモニ
ウム應を用ひたる場合と比較して論ぜんとする。

10. 有機化合物電解還元歴研究 第20報

京都帝國大租誤租部 志 方 益 三氏 田 口 榮 ー氏 11.00 

キニーネの電解逗元座をポ ー ラログラフ法にて測定結果に就きて述べる。

11. 有機化合物電解還元歴研究 第21 報 吸着電流に就て

京都帝國大租嚢租部 志 方 盆 三氏， 館 刃氏 11-15 

吸箔雷流且[Jちポ ー ラログラムの上外部分の傾斜は種々の化合物に依つて災つておる本村れこ於ては種みの披溢

元性化合物に就いて吸箔姐洗の比較考察を行ふ。

第2 日 （4月5日 午前9.00-ll.OOJ

1. オソンの妍究 第3報 水溶液中に於けるオゾンの分解速度

疇高等工業根校電氣化乎科数室 河 村 文 ー 氏 9.00 

概氏20艮に於て， 各屈化合物の水熔液を作り。その涙度を変じ， これにオソ
・

ソを飽和せしめ、 然る後この

水溶液中に於けるオソツの分解速度を測‘品せるに， 中性溶液に於てはその分解速度は化合物の決度を愛ぜしむ

るも殆んど一定にして， 純水に於ける分解：速度に等しく， 酸性溶液に於てほ， その分解．速度は極めて除々にL

て酸の浚度大なる程一肝緩1没なりo然るに甕払性溶液に於てはこれと全く反到にして， 沢度大なる時ほ， そ（＇）

分解．、速度極めて大きく， 殆んど瞬IIもにして分解し終り， その浪度を帳ずれぽ分解速度は次第に渡じ恥に1絹係

あるものヽ如lし。

2. 蓉土頁岩よリアルミナの製造

東原工業大和氾氣化限枚室 加豚典五郎氏． ）｛］・ 木好オi術門氏 9.10 

珪酸ァルミニウムは頗る把•!？ぶなものである。滴洲陳の硬質粘土（差臼士頁灼）の如きはlG億噸の埋祓趾があ



るといふ。之を硫酸で虞理して純硫酸アルミニウムが製される。而して此の堕をアムモニヤで虞理すれば純ァ
ルミナが得られる。Jltの法をl硫安法」と稲する。Jltの硫安法では之に11Jひた硫酸とアムモニヤとは全部硫酸
アムモニウム製造に用ひられる利盆がある。従つて本法は硫酸アムモニウム製造と併用せられる。此の方注ほ
之まで 一の合理的方法を考へられ多く研究されたo然し在来の方法では硫酸腐理が困難で又純アルミナを製す
るにも困難が多かつた。本研究ほ之節の困難を全く除去するものである。従つて陳質粘土からでも容品に純ア
ルミナと硫酸アムモニウムが出来る。

3. 迅速ニッケル鍍金法

日本ニッケル情報局 岡 本 孝氏 9.:!5 

普通行はれて居るニッケル鍍金は低温槽を使用し低電流密度を以て操業して居る。従つて鍍金時間も相裳長
時間を要するが絃には；0 amp/dm2 程度の高電洸密度で高温椿を使用したものに付其の操業法の詳細及應用方
面に付言及せんとするものである。

4. 語産ニッケル錬錮よリ銀及びニッケルの電解精錬に就て

横濱高等工業樫校電氣化挫数室 正 木 康 作氏 9•40 

砒素を多殴に含有する國産ニッケル錬鏃より銀及ニ ケルの電解製錬に闘し態素法に就て報告丑・む。

質 問 休 憩 (10.00-10.10) 

5. 超短波長電研波の化患影響に開する研究

東北帝闊大相理尿部化埃数室 外 村 徳 三氏 10.10 

高屁波交流紺場内に電解質溶液を匹きて其加熱現魚を膨脹計によりて観察せり。使用電磁波の波長ほ5~15
米1こして熙化加里外数種の霞解質水溶液を用ひ， 波長， 浪変，媒質の透電恒数等の諸影器を瞼せる結果を報告
せんとす。

6. イオンの博播面形上とその決定條件に就て

早租田大駆理工松部應用化挫数室 宮 井 六造氏 10.23 

本研究は平板形電解質中に於けるイオソの博播先蝠面を採録する方法に於て鐵或は銀極を用ひたる場合に其
の形状を決定する條件たる瑞子電巫電流密度及び電解質成分の及ぽす影器を述ぺ次に敷極並に線形極に於ける

應月］例を印粛紙撮影岡1こより設明せるものなり。

7. 乾電池用堕化アンモンに開する研究（第1報）

遁信省電氣試瞼所 牧 野 三 郎氏 10,35 

敷年前迄我國の乾電池股造者ほ其の材料の一たる甕化アソモンを外濶より需めたり， 然して之れの國査品が
製造せらるしに至り， 蓬信省に ．てほ昭和7年度以降ルクランシエ電池用として在来の外國品に代ふるに國産
品を以てせり。著者等さきに本邦製品及び在来の外毀品数匝に就き，（I)化租分折，（2)粒の大さ，（3)溶解
度（4)霞氣博瑶度，（5)亜鉛電極の腐蝕試訟を宜訟し， 其結果， 乾電池用としての必要條件は亜鉛電極の腐

蝕試瞼のみにより決定して可なるぺき事及び其の迩醤なる試験法に就き述べたるものなり。

8. 酷寒用乾電池の電解液

東京帝國大駆工租部 岨 山 直人氏， 仲 篤 司氏 10.45 

通常の乾電泄は 一 !:0°C附近の寒冷程度にて質用的の霊洗を寂生せず。講戟者は此不活性の理由を説ぎ耐
寒乾雷池霊解液の具Viijすべき：要件を辮げ， 斯かる砲解液の敷例を示し， 牲に 一 50°c乃至ー70°Cの酷媒用位

電池に用ひ得べき雷解液を學げ， 且つ将来研究を要するーニの勁を指示せんとす。


	1934s
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

	1934s
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6




